
※記載内容は、都合により変更となることがありますので、予め御了承ください。

日 程

場 所

対 象

定 員

受講費

申込期限

申込方法

お問い合わせ

※研修開始の約1週間前に「WEBポータル」を通じて「時間割」を掲示しますので、最新情報をご確認ください。

研修の
ペーパーレス化 研修のご案内は「JAMP Newsletter」でも配信しています。

https://www.jamp.gr.jp/issue/mailmagagin/ JAMP Newsletter 検索

Time Schedule令和８年度 専門実務課程

※左記受講費は予定となります。
決定金額は受講決定通知にてお知らせします。

研修受講にあたっては、講義資料等の指定された電子データを「WEBポータル」から
予めノートPC等の端末にダウンロードしたうえで持参してください。
持参した端末は、演習班ごとに課題演習の発表資料を作成する際にも使用します。
端末の持参が難しい場合は、講義資料等を紙に印刷して持参してください。

入所 開講式・オリエンテーション

市町村アカデミー「WEBポータルサイト」からお申込みください
市町村アカデミーホームページ右側に表示される「申し込みはこちら」をクリックして開
いた「WEBポータル」からお申し込みください。
※「WEBポータル」のご利用にあたっては、アカウントの作成が必要となります。

市町村職員中央研修所研修部
043-276-3126
https://www.jamp.gr.jp/inquiry/ps-contact/inquiry/index.php

TEL

URL

市町村職員中央研修所（市町村アカデミー） 千葉市美浜区浜田1丁目1番地

23,650円

廃棄物の処理と
リサイクルの推進

令和8年8月31日(月) ～ 9月4日(金)

循環型社会の形成、様々な廃棄物処理やリサイクル等に関する講義、演習等
により、廃棄物処理やリサイクル推進に必要な専門的知識の習得と実務遂行
能力の向上を目指します。

60人

令和8年6月2日(火)

15:00 ｰ8
月
31
日
／
月

廃棄物処理・リサイクルの歴史を踏まえた
現状と課題・対応、関係法令とともに、今
後の展開について学びます。

9:00 ｰ 10:35

廃棄物処理・リサイクルの現状と今
後の展開（講義）
環境省環境再生・資源循環局総務課

9
月
1
日
／
火

食品ロスに対する関心の高まりとなってい
る背景や現状、今後の見通し、期待されて
いる市町村の役割について学びます。

10:50 ｰ 12:00

食品ロス削減の課題解決に向けて（講義）
環境省環境再生・資源循環局資源循環課

地域の中で果たすべき市町村の役割、環境
パートナーシップ、住民等の協働、参加に
よる環境づくりの現状と課題、多様な主体
との連携強化の方策、SDGsの考え方、
パートナーシップの取り組み事例、持続可
能な社会づくりのための世界の動き等につ
いて学びます。

13:00 ｰ 15:35

循環型社会の形成と環境パートナーシップ
（講義・演習）

千頭 聡 氏

15:50 ｰ 17:45

課題演習（討議）

13:15 ｰ 14:45

数人の演習班に分かれ、各市町村が直面す
る政策課題をテーマとして、自主的なグ
ループ討議を行います。

16:30 ｰ

課題演習（討議）

9
月
2
日
／
水

ごみ有料化を巡る動向、有料化の効果と留
意点、費用負担の考え方、有料化の制度設
計、処理コスト削減等について学びます。

9:00 ｰ 12:00

家庭ごみ有料化と処理コスト削減（講義）

山川 肇 氏

2021年より、日本は循環型社会から循環経
済に向かうと国・産業界と取組をスタート
させましたが、どのように持続可能にして
くかが課題となっている中で、循環経済を
どう創っていくか、自治体で何ができるか
を議論しながら学びます。

13:00 ｰ 15:35

これからの資源循環を考える（講義・演習）
東京大学大学院工学系研究科精密工学専攻教授

梅田 靖 氏



Time Schedule

研修に関する準備物や研修所内での過ごし方については、
「研修のしおり」をご覧ください。
https://www.jamp.gr.jp/students/guidance/

研修所へのアクセス

来所には公共交通機関をご利用ください

JR東京駅から
JR総武線 幕張本郷駅
または

JR京葉線 海浜幕張駅 下車
▼

路線バスに乗り換え
「市町村アカデミー」下車

羽田空港から
高速バス 海浜幕張駅で下車

▼
路線バスに乗り換え
「市町村アカデミー」下車

Memo

12:10 ｰ 修了式

各班の討議結果を発表し、質疑応答や意見
交換を行います。その後、講師から講評等
をいただきます。

9:00 ｰ 12:00

課題演習（発表・講評）

千頭 聡 氏

15:50 ｰ 17:45

課題演習（討議）

災害廃棄物の対策について、全体像からよ
く起こる問題、準備すべきことまで、最新
の情報と具体的な事例を交えながら、関連
する法令についても、詳しい解説のもとに
学びます。

9:00 ｰ 12:00

自治体における災害廃棄物対策（講義）
株式会社環境と開発代表取締役

田邉 陽介 氏

群馬県高崎市で、ごみ出しが困難な世帯を
支援する「高齢者ごみ出しＳＯＳ」を展開
しています。支援制度の構築に当たっては、
高齢者の他、ごみ出しに家族の協力が得ら
れない世帯などにも配慮したサービスと
なっており、事例紹介を通じて、誰もが安
心して暮らせる生活環境への対応について
学びます。

14:25 ｰ 15:35

事例紹介（高齢社会のごみ出し支援）
(レクチャー＆フォーラム）
群馬県高崎市環境部一般廃棄物対策課管理担当課長補佐

奥原 和子 氏

9
月
3
日
／
木

仙台市では「黄色い回収箱」により、リチ
ウムイオン電池をはじめとする廃乾電池等
の定日収集を実施しています。事例紹介を
通じ、市が取り組む廃棄物処理の仕組みや
資源循環の取組について学びます。

13:00 ｰ 14:10

事例紹介（廃棄物回収等の取組）
(レクチャー＆フォーラム）
宮城県仙台市環境局資源循環部資源循環企画課企画係長

大江田 修 氏

15:50 ｰ 17:45

課題演習（討議）

9
月
4
日
／
金


	【済_check_ok】廃棄物の処理とリサイクルの推進.pptx

